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 2019年10月17日　　　　　　隣 保 館 だ よ り　 第400号 （2）

《隣保館内展示場の様子》

人権パネル展

ハッスルシルバーズ作品生け花教室生作品編み物教室生作品

　「よき日のために～笑顔の花を咲かせよう～」をテーマに第16回隣保館ふれ愛ひろば

を９月28日（土）に開催しました。

　ステージでは、隣保館主催教室の参加者の皆さんや隣保館を利用されている団体によ

る詩吟、カラオケなどの教室生の皆さんによる発表があり、日ごろの成果が発揮された

素晴らしいものとなりました。また、アトラクションとして九重あばれ獅子保存会によ

る獅子舞が披露され、会場を賑わせていました。模擬店やバザーは今年も大盛況で、焼

きそば、焼き鳥、たんぽぽの会など、店の前に行列ができていました。

　輪投げなどのゲームやタピオカドリンク、綿菓子のコーナーでは、多くの子どもたち

でにぎわっていました。さらに、今年は東飯田防災士会主催で地震体験車「ユレルンダ

ー」の体験コーナーもあり、多くの方が参加してくださいました。

　館内では、隣保館主催教室生の生け花や編み物、ハッスルシルバーズの皆さんが作っ

た作品の展示や人権啓発パネル展示を行いました。力作の数々を観ていただけたでしょ

うか？

　今年も好天に恵まれ、町内外約250人の来場者がありました。

第16回隣保館ふれ愛ひろばを開催しました



 2019年10月17日　　　　　　隣 保 館 だ よ り　 第400号 （3）

《野外ステージの様子》

《模擬店や会場の様子》

パワーアップ教室（踊り）

カラオケ教室

おたのしみ抽選会

たんぽぽの会・わ～くすたんぽぽ

詩吟教室（連吟）

編み物教室（ファッションショー）

バザーコーナー

これから音頭

ゲームコーナー

実行委員長あいさつ

歌声サロン教室（合 唱）

九重あばれ獅子
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月　　日 行　事　名

10月22日（火） パソコン教室応用コース③

10月24日（木） デイサービス事業（ひまわり会）

10月29日（火） パソコン教室応用コース④

10月31日（木） 飯田ふれあいサロン

月　　日 行　事　名

11月 １日（金） 生け花教室

11月 ４日（月） 編み物教室

11月 ５日（火）
パワーアップ教室

パソコン教室応用コース⑤

11月 ７日（木） デイサービス事業（つばき会）

11月12日（火） パソコン教室応用コース⑥

11月13日（水） デイサービス事業（同窓会）

11月14日（木） 飯田ふれあいサロン

11月18日（月） 編み物教室

11月19日（火） パソコン教室応用コース⑦

11月20日（水） 九重町隣保館人権学習会

◇これからの行事◇ 【月・木は人権相談日】

人権演奏講演会の開催

■講演テーマ：「こころのスロープ」講師　社会福祉法人すぎのこ村　バンド『スタート』

■日　時：10月30日（水）19：00～

■場　所：九重文化センター

すべての人が障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いな

がら共生する社会の実現を目的に開催します。

令和元年度人権啓発フェスティバル

■日　時：11月30日（土）　10：00～16：00

■場　所：大分市中央町　ガレリア竹町ドーム広場

≪ヒューマンフェスタ2019おおいた≫
～ ともに認め合い　ともに育む　一人ひとりの人権 ～

お 知 ら せ

九重町隣保館人権学習会の開催

■テーマ：「医療をめぐる人権」

■日　時：11月20日（水）19：00～

■場　所：九重町隣保館　２階会議室

　私たちの社会では、多くの人々と同じように生活できない人たちを、病気として特別に扱って

きました。時には、本人の意思に反して行動を制限することもありました。

　特にハンセン病やエイズのような感染症、また心の病などについては病気への理解が不十分な

ために、家族や社会から引き離すことも当然なことと考えてきました。

　しかし、医療技術が進歩し、病気に関する情報を共有化しようとする取り組みが進む中で、病

気に対する偏見や不当な取り扱いは改善されてきました。

　病気の様々な状態にある人が自分らしく生きていくことは当然だと理解することは、私たちが

自由に生きていけることの証です。


